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関節リウマチ患者にステロイドホルモンを
のませたところ、痛みで寝たきりであった
女性が翌日には起き上がり、3日目には歩い
て買い物に行けるまでに回復した。

3人のノーベル賞学者（1950年）

ヘンチは大バッシングを受け鬱病に

その後、ステロイドの副作用が明らかになり

少量でも長期で出現

• 骨粗鬆症

• 白内障

• 皮膚、血管の脆弱性

中・大量投与でのみ出現

• 易感染性

• 精神症状

• 無菌性骨壊死

• 満月様顔貌

なりやすい人のみ出現

・高脂血症

・糖尿病

・高血圧

・胃潰瘍

・緑内障

副腎不全：ステロイドを1か月以上継続した場合は
いかなるときも急にやめてはいけない

感染症のとき：PSLやめなさいという医者がいる 絶対×
嘔吐しているとき：点滴でいれましょう

ステロイドの副作用： 量と期間で考える



膠原病に対するステロイド使用方法の変化

ついにステロイド不要の日が来るかも！



解答 Q1 1（1日量として考える。朝のんでいたとしても、1日くらい多くのんでも問題なし）
Q2 3（絶対やめちゃダメ）
Q3 1（2でも可。ステロイドで胃を荒らすことは稀です。吸収もかわりません）


